
 

 

 
 

2026年5月14日 

各 位 

会 社 名  株式会社 山梨中央銀行 

代表者名  代表取締役頭取 古屋 賀章 

  （コード番号：8360 東証プライム） 

問合せ先  常務執行役員経営企画部長 代永 茂樹 

（TEL．055-233-2111） 

 

中期経営計画「Value Creation Company～1st Stage」における 

定量目標の上方修正に関するお知らせ 

 

当行は、2025 年 3 月 26 日に公表した中期経営計画における定量目標について、本日 5 月 14 日開催の取締役

会において上方修正することを決定しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 中期経営計画における定量目標の上方修正 

定量目標 
2027年度目標 

修正前 修正後 

連結ROE 5％以上 5.8％以上 

親会社株主に帰属する当期純利益 100億円以上 140億円以上 

OHR 65％以下 58％以下 

人的資本ROI 0.5倍 0.8倍 

 

２．修正の理由 

中期経営計画における各戦略が順調に推移していることに加え、計画策定時には織り込んでいなかった政策

金利引上げによる影響などを考慮し、計画最終年度（2027年度）における定量目標を上方修正いたします。 

 

 

 以 上 



中期経営計画 

「Value Creation Company ～ 1st Stage」 

  における定量目標の上方修正等について 

 

1 



項目 
2027年度目標 
＜修正前＞ 

2027年度目標 
＜修正後＞ 

東京都内貸出金平残 1.57兆円 1.72兆円 

有価証券の実現損益（利回りの向上） 年間110億円 年間137億円 

中期経営計画 
 「Value Creation Company ～ 1st Stage」定量目標の上方修正 

項目 
2027年度目標 
＜修正前＞ 

2027年度目標 
＜修正後＞ 

連結ROE 5％以上 5.8％以上 

親会社株主に帰属する当期純利益 100億円以上 140億円以上 

OHR 65％以下 58％以下 

人的資本ROI 0.5倍 0.8倍 

戦略課題におけるKPI 

2 

中期経営計画における定量目標 

中期経営計画における各戦略が順調に推移していることに加え、計画策定時には織り込んでいなかった政策金利引上げによる
影響などを考慮し、計画最終年度（2027年度）における定量目標等を上方修正いたします。併せて一部の戦略課題における
KPIを上方修正いたします。 
これに伴い、長期ビジョンのありたい姿（定量目標）についても、見直しを実施いたします。 



長期ビジョン 
 「Value Creation Company 2034」ありたい姿の見直し 

3 

長期ビジョンにおけるありたい姿（ROE8％以上、連結当期純利益200億円以上）を3年前倒しで実現し、さらなる高み
（ROE10％以上）を目指してまいります。 

1.00％ 

（2026年6月） 

1.25％ 

（2027年12月） 

1.50％ 

（2028年12月） 

政策金利の 

想定 


